
家庭・技術家庭科学習指導委員会 

 

一 テーマ 

 一人ひとりの子どもに生きる力を育む家庭科・技術家庭科の学習指導のあり方 

 

二 テーマ設定の理由 

  学習指導要領の趣旨である「生きる力」を「自ら伸びる力」ととらえ、この力をどのように定着させていく

か、研究を深めてきている。そこで、今年度も昨年度に引き続き、ICT の活用（タブレット）を柱に置き、今

まで進めてきた教材や題材展開、学習したことを生活で生かすためにはどうすればよいかを考えることとした。 

  

三 研究の経過 

  教育課程研究協議会の事前授業（豊殿小）「すずしく快適に過ごす着方と手入れ（下着の役割）」を参観、

教育課程研究協議会では、「家族への思いをこめたこんだてを立てよう」の実践報告を通して、主に家族の実

態に合わせたテーマを持たせて活動することにより学習意欲が持続することやＩＣＴ機器の活用を有効に活

用することで学習活動を容易に行う工夫について学ばせていただいた。委員会ではタブレットを活用した授

業実践を報告し合い、コロナ禍で授業形態が制限される中だからこそ、有効な活用方法を考え、実践を通し

て提案してきた。 

 

１ 研究テーマ 

「学んだ知識・技能が、生活の中で活きた実践につながる家庭科学習のあり方」 

 

２ 研究テーマ設定の理由 

 本校の児童は、友達の考えを素直に受け入れたり、教師の指示に対しても素直に応じて行動したりできる児

童が多く、笑顔いっぱいで学校生活を送っている。 

 本校の児童の様子を見ると、家庭科学習が好きな児童が多く、様々な活動に意欲的に取り組む姿がある。ま

た、学んだことを家庭で実践したことのある児童の割合も比較的高い。 

 しかし、学習指導要領で示されている「生活の中から問題を見いだし、課題を設定し、それを解決する力」

や、「よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造しようとする態度」が身についているかといえば、必ず

しもそうとはいえない実態がある。実践が授業の課題として出された 1 回で終わってしまう児童もいるし、継

続して実践している児童も、家庭の中で役割分担が決まっていて自分の仕事として行っていることが多く、家

庭科の学習で得た知識・技能が今の生活をよりよくしていこうという意欲になかなか結びつかないのが現状で

ある。 

 また、給食センターから依頼された希望献立を考えるときにも、自分の好きなメニューを羅列するだけの児

童も少なくない。自分の好みが最優先され、家庭科で学んだ栄養素についての学習を生かし、バランスのとれ

たメニューを考えることができる児童は残念ながら少数である。児童の多くは、調理や裁縫などの実技をする

ことの楽しさで満足し「おもしろかった」で学びが完結してしまい、習得した知識や技能を活かして、自分の

生活をよりよいものに改善しようという実践につながっていないのである。 

このような本校の実態をふまえ、児童が主体的に学び知識・技能を獲得し、学びが生きた実践につながって

いく家庭科学習の指導のあり方を探っていきたい。 

 

 

 

―家庭，技・家１― 



３ 学習指導案 

（１） 題材名 「家族への思いをこめたこんだてを立てよう」 

 

（２） 題材設定の理由 

児童の実態 

６年２組の児童は、家庭科で学習したことを日常生活の中で取り入れ、実践している児童の割合が約

90％と非常に高く、家庭生活に目を向け、家族の一員として協力し、役割をもって生活している。 

また、食に関するアンケート調査では、食事に関する仕事やお手伝いを毎日している児童が約半数を占

め、日々家庭で食事に関する仕事に積極的に関わっていることが明らかになってきた。仕事の内容の大半

は、米とぎや配膳、後片付けなどであるが、中には、授業で学んだことを生かして自分から進んで一人で

食事作りをしている児童もいる。しかし、一方では食事に関する仕事やお手伝いはほとんどしていないと

いう児童もおり、意欲や技能面において個人差が大きいことがうかがえる。   

さらに、日常の食事で児童自身が心がけていることについては、好き嫌いせずにバランスよく食べる、

残さず食べる、一日 3 食食べる、家族と一緒に食べること等の大切さを感じている児童が多いこともわか

った。しかし、給食の様子を見ると、栄養バランスの偏った食事のとり方をしている児童や残食が多い児

童もおり、頭では理解していても実践に結びついていない姿も見られる。また、いろいろな食品を組み合

わせて食べることについては、必要性を理解して実践している児童が少ないこともわかってきた。 

 

教材の価値 

本題材は、食生活に関わる学習領域の中の最後に位置付けられた題材である。ゆでる調理・いためる調理

や五大栄養素など、これまでに学んできた知識・技能を生かしながら、自分自身の学びを確認し、成長を実

感し、達成感をもつことができるように学習過程を工夫していく。 

これまでの学習を生かし、栄養のバランスのとれた 1 食分の献立を考え、調理することを通して、食事の

役割の大切さを理解し、日常の生活から問題を見いだして課題解決したり、生活を工夫し実践しようとした

りすることをねらいとしている。 

 

学習指導 

導入では、家庭での食事作りの工夫を聞き取ったり、食事調べをしたりすることを通して、自分自身や家

族の食生活についてふり返り、関心を持たせるところから始める。そして、家庭での調べ学習をもとに家族

の食事の傾向や好み、工夫や課題等を見いだし、各自テーマを持って家族に向けた 1 食分の献立を考えて家

庭で調理実践をする。対象を家族とし、テーマを持たせることによって、課題や目的意識を持ちながら、よ

り具体的な工夫を考え、家庭生活をよりよくしていこうとする意欲を高めさせたい。 

指導にあたっては、栄養のバランスについて学習する場面や 1 食分の献立を作成する際には ICT を活用

し、３つの食品のグループや五大栄養素に色分けしたデジタル付箋を画面上で操作することによって、食品

やメニューを手軽に入れ替えながら修正を加えたり、視覚的にとらえたりできるようにする。栄養素の識別

や栄養バランスについて考えたり、見直したりすることを容易に行うための手立てとして ICTを有効活用す

る。 

題材のねらい 

学んだことを自身の生活につなげ、生かしていく力を身に付けていくために、家族や家庭、生活との関

連を意識した題材展開の工夫をする。それぞれの家庭の実態に合うテーマを設定し、家族への思いをこめ

た献立作りを通して、相手意識を持ちながら自分なりに工夫し、家庭生活をよりよくしていこうとする実

践力を育むことを願い、本題材を設定した。 

  
―家庭，技・家２― 



 

（３） 題材の目標と評価規準 

【目標】 

① 献立を構成する要素がわかり、栄養を考えた１食分の献立作成の方法や調理の基礎について理解するととも

に、それらにかかわる技能を身に付ける。 

② １食分の献立について栄養バランスを考え工夫することや、おいしく楽しく食べるために日常の食事の仕方

を考え工夫することについて問題を見いだし、課題を設定し、さまざまな解決方法を考え、実践を評価・改

善し、考えたことを表現するなどして課題を解決する力を身に付ける。 

③ 栄養を考えた１食分の食事やおいしく楽しく食べるための調理の仕方について、課題の解決に向けて主体的

に取り組んだり、ふり返って改善したりして、生活をよりよく工夫し実践しようとする。 

 

【評価規準】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・献立を構成する要素が分かり、

１食分の献立作成の方法につい

て理解している。 

・調理に必要な材料の分量や手順 

が分かり、調理計画について理 

解している。 

・材料に適したゆで方、いため方 

 を理解しているとともに、適切 

 にできる。 

・食事の役割が分かり、日常の食 

 事の大切さと食事の仕方につい 

 て理解している。 

・１食分の献立の栄養のバランス

や食事の仕方について問題を見

いだして課題を設定し、様々な

解決方法を考え、実践を評価・

改善し、考えたことを表現する

などして課題を解決する力を身

に付けている。 

・家族の一員として、生活をより

よくしようと、栄養を考えた食

事について、課題の解決に向け

て主体的に取り組んだり、ふり

返って改善したりして、生活を

工夫し、実践しようとしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
―家庭，技・家３― 



 

（４） 題材展開の大要 

時 

間 
ねらい・学習活動 

          評価規準・評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

調

べ

活

動

・ 

家

庭

学

習 

食事作りの時に大切にしていること

は何だろう 

〇食事を作る際、お家の方が大切に

していることや工夫していることを

理解することができる。 

・お家の方にインタビューし、食事

作りのポイントを調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どのような料理や食品を組み合わせ

て食べるとよいだろう 

〇家庭でインタビューしてきたこと

や給食の献立をもとにして、1 食分

の献立の栄養のバランスや食事のと

り方について課題を設定することが

できる。 

・インタビューしてきた食事作りの

ポイントや工夫をテキストマイニン

グを活用してデータ分析し、全体の

傾向、大事なポイントをとらえる。 

・給食の献立に使用されていた食材

を五大栄養素に分類し、栄養バラン

スを確認する。【ＩCT活用】 

 

献立を構成する要素

が分かり、１食分の

献立作成の方法につ

いて理解している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１食分の献立の栄

養のバランスや食

事の仕方について

必要なことを見い

だして課題を設定

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

どのようにこんだてを手直しすると

よいのだろう 

〇教師が提示した 1 食分のモデル献

立の問題点や課題をとらえ、よりよ

い献立にしていくための改善ポイン

トについて考え、理解することがで

きる。 

・前時に扱った給食の献立について

ふり返りながら、献立作成のポイン

トや改善方法について考える。 

・栄養バランス、いろどり、食品数

や種類等の視点から献立を見直す。

【ICT活用】 

献立を作成する要素

がわかり、１食分の

献立作成の方法につ

いて理解している。 

指導に生かす評価 

  

題材を貫くめあて：１食分のこんだてを立てるには、どのようなことに気をつけたらよいのだろう 

 

―家庭，技・家４― 



調

べ

活

動 

・

家

庭

学

習 

 

３ 

食事調べと家族ウォッチングをしよ

う 

〇１食分の献立の栄養バランスや食

事の仕方について課題を見いだすこ

とできる。 

・家庭の食生活を見つめ、自分の家

庭の食事の傾向や家族の生活の様

子、好み、問題点等を調べる。 

 

 

食事調べと家族ウォッチングをもと

に、1 食分のこんだて作りに向け

て、テーマを設定しよう 

〇家族に向けた 1 食分の献立作りの

テーマを設定することができる。 

・家族の生活の様子、健康や好み、

要望、問題点等の視点からテーマを

考える。 

＊相手意識を持った献立作りになる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１食分の献立の栄

養のバランスや食

事の仕方について

問題を見出して課

題を設定してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族の一員として、

生活をよりよくしよ

うと、栄養を考えた

食事について、課題

の解決に向けて主体

的に取り組もうとし

ている。 

 

４ 

家族のために１食分のこんだてを立

てよう 

〇家族へ思いを込めた栄養のバラン

スを中心とした１食分の献立を作成

し、自分の立てた献立をふり返る。   

【ICT活用】 

献立を構成する要素

がわかり、１食分の

献立作成の方法につ

いて理解している。 

記録に残す評価 

 

 

５ 

本

時 

 

 

 

 

家族へのこんだてをさらに工夫しよ

う 

〇作成した献立について、栄養バラ

ンスを確かめ、手直しのポイントに

沿って解決方法を考え、改善するこ

とができる。 

・友達とアドバイスし合いながら、

食品を入れかえたり加えたりして献

立を工夫する。【ICT活用】 

 

 

 

 

 

 

 

家族へ思いを込め

た 1 食分の献立を

栄養バランスなど

について様々な解

決方法を考え、工

夫している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

家庭実践に向けて計画を立てよう 

〇家庭で実践するための調理計画に

ついて理解することができる。 

・各自家庭での調理計画を立てる。 

・家族と楽しく食事をするための工

夫について考える。 

 

調理に必要な材料の

分量や手順が分か

り、調理計画につい

て理解している。 

 

 家族の一員として、

生活をよりよくしよ

うと、課題の解決に

向けて主体的に取り

組んだり、振り返っ

て改善したりしよう

としている。 

 
―家庭，技・家５― 



 

家

庭

実

践 

家族へ思いを込めて調理をしよう 

〇家族へ思いを込め、調理計画に沿

って適切に調理することができる。 

・各家庭で調理をし、家族との食事

を楽しむ。 

 

材料に適したゆで

方、いため方を理解

しているとともに適

切にできる。 

食事の役割が分か

り、日常の食事の大

切さと食事の仕方に

ついて理解してい

る。 

  

 

７ 

 

 

 

 

家庭での調理の報告会をしよう 

〇栄養のバランスや食事の仕方など

課題解決に向けた一連の活動につい

て、実践を評価・改善し、考えたこ

とをわかりやすく表現することがで

きる。 

・実践や学びをふり返り、できるよ

うになったことや自分が成長したこ

とについて考える。 

 家庭での実践を評

価し、考えたこと

を表現するなどし

て課題を解決する

力を身に付けてい

る。 

家族の一員として、

生活をよりよくしよ

うと、課題の解決に

向けて主体的に取り

組んだり、振り返っ

て改善したりして、

生活を工夫し、実践

しようとしている。 

 

８ 

 

 

 

 

実践のレパートリーを増やそう 

〇じゃがいもや加工食品など身近な

食品を使ったおかずの調理計画につ

いて理解することができる。 

・目的に応じたゆで方やいため方、

食品の選び方・保存の仕方について

学習する。 

調理に必要な材料の

分量や手順が分か

り、調理計画につい

て理解している。 

 

  

 

 

 

 

 

 

９ 

10 

 

 

 

〇じゃがいもや加工食品などの食品

を使ったおかずの調理の仕方を理解

し、調理することができる。 

・じゃがいもや加工食品を用いて調

理をする。 

＊皮のむき方、じゃがいも調理につ

いての知識技能の習得をねらいとす

る。（＊じゃがいも・・・指定教

材） 

材料に適したゆで

方、いため方を理解

しているとともに適

切にできる。 

 家族の一員として、

生活をよりよくしよ

うと、じゃがいもや

加工食品などの調理

の仕方について、課

題の解決に向けて主

体的に取り組もうと

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
―家庭，技・家６― 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ―家庭，技・家７― 



イ 主眼 

家族への思いを込めた献立を立てた子どもたちが、献立の手直しのポイントをもとに見返したり、友だちと

アドバイスをしあったりする活動を通して、食品を加えたり入れかえたりしながら、より自分の家庭のテーマ

に合った献立になるように改善することができる。 

 

ウ 本時の位置 （１０時間扱い中の第５時） 

前時：個々のテーマに沿って家族への思いを込めた献立を立て、作成した献立についてふり返る。 

次時：家庭での実践に向けて調理の計画を立てる。 

 

エ 指導上の留意点 

・食品の栄養素を確認したり、メニューや食品を入れかえたりできるように、食品の栄養分類表やメニュー表

などを準備しておく。 

・一人一台端末を活用して、グループのメンバー同士が友だちの献立のページを閲覧したり、コメントを入力

したりできるように、グループごとに課題を配布し共同編集できるようにしておく。 

・前時に立てた献立と本時に改善した献立の比較ができるように、前時の献立を印刷して配布しておき、改善

点や工夫箇所が明確になるようにする。 

オ 展開 

段階  学習活動 予想される児童の反応 教師の指導  評価 時間 

  

課 

題 

把 

握 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

課
題
把
握 

１ 自分の考えた献
立を見返し、さら
に工夫していきた
いことなどについ
てふり返る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・前回の時間は、自分のテーマをもと
にして献立をつくることができた 

・前の時間になんとか献立は作ったけ
れど、もうちょっと直したいな 

・五大栄養素がすべて入るように献立
を考えたよ 

 
 
 
 
 
・もう少し見た目がよくできるといい
かな 

・野菜が緑色のものしかないから、も
う少し明るい色を入れたいな 

・一応主食、主菜、副菜、汁物はある
し、栄養素もそろっているけれど、
何か物足りないな 

・五大栄養素は、すべて入っているけ
れど、食品の数が少ないからもう少
し増やしてみようかな 

・もっと見た目がよくなるように、い
ろどりを工夫してみたい 

・おひたしは、しょっぱいものから甘
じょっぱい味付けに変えようかな 

・全体的にこってりのメニューになっ
ていたから、副菜はあっさりした味
付けに変えてみよう 

 
 

・前時の学習をふり返らせ、献
立作成のポイントを確認す
る。 

【献立作成のポイント】 
① 栄養バランス 
② いろどり 
➂ 調理方法 
 
 
 
 
 
・前時、献立を見返した際に見
いだした課題や工夫していき
たい点について想起させる。 

・同じ味付けで作成された献立
の例をあげることによって、
味付け方法も見返すポイント
として、本時新たな視点に加
える。 

【献立を手直しするポイント】
①～④のバランス＋テーマに
沿った献立 

① 栄養 
➁ いろどり 
➂ 調理方法 
④ 味付け  
・本時は①～④のポイントに沿
ってバランスを整えていくこ
と、各自テーマにそった献立に
なっているかどうか、家族のこ
とを考えた献立になっているか
も確認しながらこんだてを工夫
していくように伝える。 
 

 
 
５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

学習問題：自分の立てたこんだては、テーマにそった栄養バランスのよい

こんだてになっているだろうか 

―家庭，技・家８― 



 
 
 

究 

明 

・ 

実 

践 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

整 

理 

・ 

発 

展 

 
 
 
 
 
２ 手直しのポイン
トにそって自分の
献立を見返す。 

 
 
 
 
３ グループでそれ
ぞれが考えた献立を
発表し、アドバイス
をしあう。 
友だちのよさや友だ
ちからのアドバイス
を生かして献立を見
直す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 代表児童の献立
を紹介する。 
 
 
 
 
 
 
５ グループの友だ
ちの献立の工夫やよ
さを見つけ、コメン
トを入力する。 
 
 
 
６ 本時の学習をふ
り返る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
・五大栄養素が全部入っているから、
栄養のバランスはいいな。 

・季節の野菜を多めに取り入れてみよ
うかな。 

・無機質が少ないから何か加えてみよ
う。 

 
・いため料理と焼き料理は、どちらも
フライパンを使う料理だから、一つ
は別の調理方法にするといいかも
ね。 

・見た目が鮮やかになるといいかも
ね。赤色の食品を加えるといいと思
うよ。 

・のりをまぶすと無機質がとれるよ。 
・にんじんやピーマンなどの色のこい
野菜を使えばおいしそうに見える。 

・みそ汁にもう少し野菜を入れればも
っとビタミンがとれるよ。 

・海藻類を入れると栄養のバランスも
さらによくなるし、おいしくなりそ
うだな。海藻は、何にしようかな。 

 
・おばあちゃんの健康を気づかった野
菜たっぷりのヘルシーな献立でいい
ね。 

・いろいろな色の食材を使っていてお
いしそうでいいな。 

・旬の野菜もたくさん入っていていい
な。 

 
・前よりも食品数が増えてよくなった
ね。 

・色が明るくなっておいしそう。 
・見た目がよくなって、家族にも喜ん
でもらえそうだね。 

 
 
・□□を加えることによって、いろど
りのよい栄養満点のメニューに変え
ることができました。 

・たくさんの食材を取り入れて、見た
目もおいしそうになってよかったで
す。 

・〇〇さんにアドバイスしてもらって
食材を入れかえたらバランスがよく
なりました。 

 
 
 
 
 
・工夫を考えにくい児童には、
家族へどのような思いを込め
るのかを聞き、４つの手直し
ポイントに沿ってこんだてを
再度見直すように声をかけ
る。 

 
・各自のこだわりや工夫が友達
に伝わるように、テーマを伝
えてから献立を発表するよう
にさせる。 

・友だちの献立について、工夫
や改善点をアドバイスした
り、よさを伝えさせたりす
る。 

・手直しのアイディアや工夫が
出にくい場合は、食品分類表 
やメニュー表を参考にして考
えるよう伝える。 

 
 
 
 
・手直しのポイントにそって工
夫することができた児童の献
立を取り上げ、よさや工夫を
共有する。 

 
 
 
 
・友だちのこんだての工夫やよ
さ、アドバイスなどをデジタ
ル付箋で貼り付けさせる。 

 
 
 
 
・本時の学習の中で、工夫でき
たことや友達から学んだこと
等本時の学習のふり返りをさ
せ、家庭での実践意欲へとつ
なげさせる。 

・献立を考える時は、栄養のバ
ランスなどはもちろんのこ
と、食べる人のことを考えた
様々な工夫が大切であること
にも触れる。 

 

 
 
 
 
 
20 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
15 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 

家族へ思いを込めた 1 食分
の献立について、手直しポ
イントに沿って様々な解決
方法を考え、改善し、課題
を解決しようとしている。 
 

学習課題：手直しのポイントにそって、食品を入れかえたり、加えたりし

ながらこんだてをさらに工夫しよう 

―家庭，技・家９― 



【資料】 

 

メニュー表について 

献立を立てていく上で食品やメニューを考える際、ヒントとして参考にすることができるようにメニュー表

を作成した。 

主に「ゆでる」「いためる」「焼く」などの調理方法を中心に、教科書に掲載されているメニューや給食のメ

ニューからピックアップしてまとめたものである。主菜、副菜、汁物に分けて紹介し、料理名、写真、材料の

例を載せてある。（メニュー表と合わせて、タブレットでのインターネット検索も活用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ―家庭，技・家 10― 



児童が考えた 1 食分の献立 ～学習の様子から～  

 

Y さんの献立【いつもがんばるお父さんのために がっつり食べるスタミナこんだて】 

 

第 4 時に作成した献立 

 

                                                       

                          「疲れをとってスタミナをつけるためには・・・」 

                          どの食材（メニュー）がよいかをタブレットで調べ 

る。 

ビタミン B1 をとることがよい→豚肉を使う 

→とんかつを主菜にした献立を考えた。 

 

 

 

 

 

 

第 5 時（本時）に手直しした献立 

「とんかつに足りない材料を入れたい」という願いを 

持って第 5 時（本時）の活動がスタート 

 

                         【個人追究の場面】 

・分類表から卵の栄養素を確認し、追加する。 

・とんかつの作り方を Google で調べる。                        

                         ・パン粉と小麦粉が入っていることを確認し追加。 

                         ・付け合わせとしてトマトを加える。      

 

 

 

第 5 時（本時）のふりかえり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ―家庭，技・家 11― 



K さんの献立 【つかれているお母さんのために ごはんがススムくん】 

 

第 4 時に作成した献立 

                               

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 時（本時）に手直しした献立 

                            【個人追究の場面】 

                            ・Google で麻婆豆腐のレシピを検索 

                            ・材料が足りないことに気づき、必要な食材を 

加えていく。 

                            ・麻婆豆腐に合う肉には、ひき肉がベストだと 

いうことを知り、肉をひき肉に変える。 

・みそ汁の具材を追加する。 

・旬の食材である栗を加え、ご飯が進みそうな 

献立が完成 

 

 

 

第 5 時（本時）のふりかえり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ―家庭，技・家 12― 



 

４ 成果と課題 

  

（１）成果について 

・家族の実態に合わせたテーマを持たせ、家族に食べてもらうという相手意識をもった活動にしたことによっ

て、主体的に取り組むきっかけになった。 

・家族の実態に合わせたテーマがあったため、目的を持ち、焦点化した献立作りにつながった。 

・ICTの活用は、その場で、短時間で必要な情報を得たり、簡単に操作して献立表を作成したり、仲間へのコメ

ントを作成し貼り付けたりできたことから、有益なツールとなった。 

・ジャムボードの付箋の色が５色で栄養素を色分けして表示するのにぴったりで、視覚的にわかりやすくシー

トが大変有効的だった。 

・ICTの活用は、メニューや作り方のレシピまで簡単に広げてくれるよさがあった。 

・献立を見直す視点を提示し、本時にやることをはっきりと児童に伝えたことで、意識の高まりや意欲的に活

動する姿につながった。 

 

（２）課題について 

・グループ活動の際、友だちの話を聞きながら手直しをしていくことに無理がある児童もいた。友だちからア

ドバイスを受けてから手直しするための時間の確保が必要であった。 

・自分のテーマに沿った献立を作ることはできたが、調理に関して、自分の技能のレベルを超えた献立になっ

た児童に対しての今後の指導を考えていかなければならない。 

 

 

 

―家庭，技・家 13― 


